
　1949年（昭和24年）7月配炭公団の解散により石炭の配給統制から自由販売制度
への移行とともに菱友は設立された。創業社長中島正雄さんが制定した社訓からも
「お客さま」を大切に想う企業風土が強く、その意思を継承し、日頃から社員に「顧客満
足度100％を目指そう」と伝えていると常務執行役員の宍戸政夫さんは言う。
　炭鉱の閉山により人口は減ったが、引続き中空知地区の中心と言える滝川市。この
地域のお客さまは社内で綿々と引き継いでいることもあり、「温かく私たちを迎え入れ
ていただける雰囲気があり、一度供給させて頂くと長くお付き合いさせて頂ける」と宍
戸さんは続ける。
　同社はサービスも多彩で２級建築士の社員がおり、リフォーム事業・新築戸建の設
計施工、自社開発の融雪システム「ダイヤメルト」、空調工事、灯油・石油販売など、「菱
友に頼めば何でもやってくれる」と地域の絶大な信頼感があり、まさにその言葉の通り
の活躍をしている。

株式会社菱友

　同社では営業マンが担当地
区をエリアで分けて担当してお
り、検針から工事など全ての業
務をこなしている。お客さまとし
ては、馴染みの営業マンが一貫
して担当してくれることはとても
安心感があるものの、冬場の検
針業務は平常時と比較し、時間
も労力も２倍、３倍かかっていた。
移動距離と時間がとてもかかる
地区に対し、LPWA通信を普及させて検針の効率化と社員の労働環境を少しでも良く
しようとの思いから、今回の補助事業に取り組もうと決めた。

LPWA通信を導入しようと思ったきっかけ

（北海道滝川市）
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　今までは検針時、遠方まで車両にて向かい、ガスメーターの所まで雪をかき分けて
雪を避け、作業が終わればまた同じところに雪を積み戻す作業をする。その敷地内の
雪は外に出すことはできず、冬場はこの作業を繰り返し続け、雪の山はどんどん高く
なっていく。
　そんな状況に対して、LPWA通信はとても効果的であったと現場責任者であるエネ
ルギー事業部次長の小林貴弘さんは笑顔で話してくれた。今まで営業マンは毎月自分
の担当エリアの検針業務のプレッシャーを感じていた。「このお客さまのリフォーム工
事の後に時間があるから、その後にこのエリアの検針に廻ろう。急な配管凍結があっ
た、どうしよう」・・・など悩みは絶えなかった様子だという。
　今では自動検針により効率化できたことによって、お客さまへのプラスアルファの提
案ができるようになったと小林さんは続ける。なかには「検針がなくなって寂しくなった
よ、気軽に寄ってね」と声をかけてくれるお客さまもいる。接客機会は減ったかのように
思えたが、総合的に見てもお客さまの満足度は向上していることを取材で感じることが
できた。また、「冬場の大変な時期にも有給休暇が取得しやすくなった」と総務部次長
の関矢弘恵さんは社員満足度向上のメリットについて嬉しそうに話してくれた。

　LPWA通信を設置する際に、不在のお客さまにも再度訪問し、もう少し丁寧なご案内
をすべきだったと宍戸さんは言う。供給エリアは大きく滝川市、北広島市の２つに分け
られるが、それぞれの地区のお客さまの特性に合わせたご案内文を工夫して作成した
ことは、同社のキメ細かい配慮を感じることができた。
　設置工事は雪の時期だったことから、次の現場に少しでも早く向かいたいため設置
を焦ってしまい、通信の復帰確認時間を十分に取れなかった。結果、後日通信不良の
ため大雪の１月に再訪問、再確認したこともあった。その際は社内で再度勉強会も実
施し、情報を共有した。「メーカーさんもとても親身に対応してくれるので、決して焦らず
にメーカーさんの力も借りながら、落ち着いて解決して欲しい」と小林さんはアドバイ
スをくれた。

検針の効率化を図り、想定外の嬉しい出来事

お客さまへの気遣い、そして申請予定事業者へのアドバイス

周知チラシ（北広島市）周知チラシ（滝川市）



LPWA通信システムの実態調査票（事前調査）



LPWA通信システム導入までのスケジュール


